
　
村
田
幸
子
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
の
地
域

福
祉
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
期
待
す
る
こ

と
」
と
題
し
た
講
演
で
、「
行
政
と
住
民

の
コ
ラ
ボ
、
す
な
わ
ち
協
働
の
社
会
に
し

て
い
く
こ
と
」
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
０
２
５
年
を
目
指
し
た
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
施
策
が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
長
く
自
分
の
家
で
生
活
で
き

る
地
域
を
作
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
す
。
医

療
・
介
護
等
は
行
政
の
仕
事
と
し
て
も
こ

ま
ご
ま
と
し
た
日
常
生
活
上
の
支
援
は
行

政
で
は
担
え
ま
せ
ん
。
”し
て
あ
げ
る
“
”
し

て
も
ら
う
人
“
の
関
係
で
は
な
く
、
住

民
同
士
が
お
互
い
に
助
け
合
う
し
く
み

（
共
生
社
会
）
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
生
活
支
援
を
担
う
住
民
の
プ

ロ
を
育
て
る
こ
と
、
共
生
社
会
の
仕
組
み

作
り
の
中
核
と
な
る
人
材
育
成
こ
そ
が
、

社
協
の
役
割
と
し
て
期
待
さ
れ
る
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

（１）第１８６号 ２０１５年１２月１日
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１
日
　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
開
始

２８
日
　
仕
事
納
め

４
日
　
仕
事
始
め

１８
日
☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
運
営
委
員
会

　
　
　
第
３
回
理
事
会

２８
日
　
第
３
回
評
議
員
会

２９
日
　
地
区
社
協
会
長
会
議

　
　
　
地
区
社
協
事
務
局
長
会
議

１１
日
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

２２
日
　
理
事
懇
談
会

☆
は
傍
聴
可
能
な
会
議
で
す
。

行  

事  

予  

定

１２
月

社会福祉協議会は、みなさまの会費で運営されています。

歳末たすけあい運動にご協力を!!
募金目標額　１２，２３０，０００円

平成２７年度 歳末たすけあい運動配分計画
【配分計画額】　１２,２３０,０００円
⑴ 在宅支援金　　　　　　　 　８３０世帯 １０,３４０,０００円

＊在宅支援金は生活保護世帯を対象としません。

⑵ 民間社会福祉施設等支援事業　　３２件　１,１２０,０００円
⑶ 地区社会福祉協議会活動助成金　１４件　　４２０,０００円
⑷ 事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　３５０,０００円

区　分 対象世帯 金額（円）

要 

保 

護 

世 

帯

一般低所得世帯 １６０世帯 ２,１２０,０００

母子・父子世帯 ３８０世帯 ５,２２０,０００

ひとり暮らし高齢者世帯 ２３０世帯 ２,３００,０００

ねたきり高齢者世帯 １０世帯 １２０,０００

心身障がい者・児世帯 ５０世帯 ５８０,０００

罹災世帯 ０世帯 ０

１
月

２
月

昨年の募金活動（西志津地区社協）

　ボランティア活動は、様々な場面で人とのコミュニ
ケーションをはかることで、豊かな活動になります。
話す人の身になって話を聞くということを傾聴といい
ます。相手の思いに寄り添い、相手の話を受け止める
傾聴について、この講座ではその基礎をしっかり学び
ます。他にも、ボランティア活動紹介なども行います。
ボランティア活動を始めたばかりの方、これからボラ
ンティア活動をしてみたい方、ぜひご参加ください。
　
内　容：①ボランティア入門
日　時　　平成２８年２月２１日（日）１０：００～１２：００
　　　　②傾聴基礎講座１  （講師：ＮＰＯスピリッツ）
　　　　　　　　　　３月　５日（土）１３：３０～１６：００
　　　　③傾聴基礎講座２  （講師：ＮＰＯスピリッツ）
　　　　　　　　　　３月１２日（土）１３：３０～１６：００
　　　　④ボランティア活動紹介等
　　　　　　　　　　３月２０日（日）１３：３０～１６：００
場　所：南部地域福祉センター　研修室
対　象：佐倉市在住・在勤・在学の方
参加費：無料
締　切：平成２８年２月１２日（金）　
定　員：４０名　※先着順
申込み・問合せ：佐倉市ボランティアセンター
　　　　　　　　　　　　　　 ℡（４８４）６１９８

　バスや電車、タクシーなどの公共交通機関の利用が困難な高齢者や障が
いをお持ちの方を対象に、福祉車両を使って外出の支援を行うサービスで
す。ご自宅と目的地の間の送迎を行います。乗降時の介助などを組み合わ
せてサービスを提供します。

　　講 習 日 時：１２月５日（土）～６日（日）  ９：００～１７：００
　　会　　　場：佐倉市社会福祉センター内
　　講 習 内 容：障がいの知識、利用者理解、介助実技、福祉車両の取扱
　　　　　　　　い、関係法令等の講義

　　受講の条件： ①週１回程度の移動サービス活動が可能な方
　　　　　　　　 ②普通第１種免許または第２種免許を有する運転歴１０
　　　　　　　　 　年以上の方
　　　　　　　　 ③申請前３年間運転免許停
　　　　　　　　 　止処分を受けていない方
　　　　　　　　 ④満６８歳未満の方

　　定　　　員：２０名
　　締　切　り：１２月３日（木）まで
　　申込み・問合せ：移動サービス担当
　　　　　　　　　　　　 ℡（４８４）４３１９

募
集
要
項

キ
ー
ワ
ー
ド
は
“
住
民
参
加
”

移動サービス　サポーター募集

　

平
成
２７
年
度
佐
倉
市
社
会
福
祉
大
会
が
１０
月
２４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
功

労
者
の
表
彰
式
な
ら
び
に
、
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
創
立
６０
年
を
振
り
返
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
１０
年
ご
と
に
ま
と
め
た
基
調
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
福

祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
村
田
幸
子
さ
ん
の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

住
民
参
加
に
よ
る
支
え
あ
い
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　

よ
り
一
層
の
推
進

住
民
参
加
に
よ
る
支
え
あ
い
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　

よ
り
一
層
の
推
進

村田幸子さん

福祉ジャーナリスト
元ＮＨＫ解説委員



第１８６号（２）２０１５年１２月１日

社会福祉協議会は、特別会員・賛助会員を募集しています。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　
佐
倉
市
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、

１３４
個
人
１４

団
体
に
表
彰
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
社
会

福
祉
大
会
及
び
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会
の
表
彰
者

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◎
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

一
．
特
別
功
労
賞
（
会
長
表
彰
後
１０
年
以
上
）

　
　
髙
山
由
紀
子

二
．
会
長
表
彰（
役
員
、評
議
員
、委
員
８
年
以
上
）

　
　
浅
井
俊
彦
　
　
飯
泉
照
教
　
　
五
十
嵐
玲
彦

　
　
幾
田
裕
之
　
　
池
田
逸
夫
　
　
伊
藤
美
佐
子

　
　
伊
藤
泰
彦
　
　
伊
藤
芳
枝
　
　
岩
井
充
男
　

　
　
上
田
節
子
　
　
牛
玖
昌
弘
　
　
宇
田
川
和
晴

　
　
内
川
浩
明
　
　
内
田
ひ
さ
子
　
内
野
勇
夫
　

　
　
遠
藤
美
佐
江
　
大
栗
孝
広
　
　
大
嶌
誠
　
　

　
　
大
谷
吾
朗
　
　
大
和
久
重
子
　
岡
本
久
幸
　

　
　
覚
正
豊
和
　
　
金
盛
哲
二
　
　
金
谷
昭
代
　

　
　
甲
谷
孝
子
　
　
神
田
光
以
　
　
木
村
秋
子
　

　
　
久
保
紀
一
　
　
窪
田
え
ひ
ろ
　
小
森
昭
雄
　

　
　
近
藤
武
雄
　
　
齋
藤
洋
　
　
　
坂
本
美
智
男

　
　
坂
本
由
紀
江
　
佐
藤
照
美
　
　
佐
藤
正
信
　

　
　
佐
野
智
佳
子
　
志
津
芳
子
　
　
柴
田
浩
司
　

　
　
島
岡
正
幸
　
　
島
田
保
　
　
　
菅
谷
光
顯
　

　
　
菅
原
芳
枝
　
　
鈴
木
壽
重
　
　
住
𠮷
ア
キ
子

　
　
高
野
富
佐
代
　
竹
内
久
美
子
　
竹
内
萬
里
子

　
　
竹
山
規
子
　
　
田
辺
哲
子
　
　
田
辺
美
佐
子

　
　
旦
木
み
さ
を
　
千
葉
憲
司
　
　
辻
本
美
代
子

　
　
寺
田
幸
夫
　
　
登
坂
一
行
　
　
冨
田
ク
ラ
ウ
ジ
ェ
ー
ヤ

　
　
豊
田
正
　
　
　
長
井
紀
子
　
　
長
澤
信
夫
　

　
　
中
務
清
孝
　
　
中
村
武
雄
　
　
並
木
百
合
　

　
　
西
坂
逸
夫
　
　
西
巻
征
二
　
　
林
田
厚
子

　
　
平
田
真
由
美
　
廣
地
富
夫
　
　
藤
枝
美
代
子

　
　
宝
田
雅
弘
　
　
保
谷
貞
男
　
　
堀
内
成
雄
　

　
　
増
田
征
司
　
　
松
山
毅
　
　
　
宮
内
勲
　
　

　
　
森
智
恵
子
　
　
山
﨑
一
夫
　
　
横
川
久
友
　

　
　
吉
井
大
　
　
　
吉
崎
亮
子
　
　
渡
部
直
子
　

　
　
渡
辺
昇
　
　
　
渡
辺
三
津
子
　
渡
貫
雅
雄

三
．
会
長
感
謝
状

 

①
多
額
寄
附
者

  

・
個
人
（
３
万
円
以
上
）

　
　
足
立
元
秀
　
　
小
山
田
秀
男
　
木
内
邦
子
　

　
　
田
中
宣
子
　
　
中
村
ふ
み
子
　
波
多
野
稔
夫

　
　
蜂
谷
傳
　
　
　
早
坂
光
惠
　
　
福
原
大
友
　

　
　
三
浦
京
子

  

・
団
体
（
１０
万
円
以
上
）

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　
　
Ｄ
’ス
テ
ー
シ
ョ
ン
佐
倉
店

　
　
山
万
株
式
会
社

　
　
ワ
イ
エ
ム
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　
　
山
万
ウ
ィ
シ
ュ
ト
ン
ホ
テ
ル
株
式
会
社

　
　
光
陽
株
式
会
社

　
　
社
会
福
祉
法
人
ユ
ー
カ
リ
優
都
会

　
　
株
式
会
社
山
万
ユ
ー
カ
リ
フ
ァ
ー
ム

　
　
※
山
万
株
式
会
社
以
下
は
、
連
名
で
す
。

 

②
福
祉
活
動
功
績
者
（
個
人
活
動
５
年
以
上
）

　
　
個
人
２６
名
　
　
団
体
９
団
体

　
　
※
下
記
に
活
動
内
容
と
と
も
に
ご
紹
介

 
③
特
別
会
員

  

・
個
人
加
入
１０
年

　
　
粟
生
喜
三
男
　
岡
本
典
雄
　
　
京
極
勇
剛
　

　
　
嶋
田
勝
利
　
　
須
藤
千
恵
子
　
中
村
道
子
　

　
　
檜
貝
順
一
郎
　
宮
澤
親

  

・
個
人
加
入
２０
年

　
　
饗
場
傑
　
　
　
中
村
一
彦
　
　
保
谷
信
子

  

・
個
人
加
入
３０
年

　
　
内
田
俊
夫
　
　
塚
本
清
士
郞

  

・
団
体
加
入
２０
年

　
　
株
式
会
社
井
野
口
建
材

  

・
団
体
加
入
３０
年

　
　
株
式
会
社
ホ
ソ
ヤ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

全
国
社
会
福
祉
大
会

◎
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
共
同
募
金
奉
仕
功
労
者

　
　 

釼
地
平
子

◎
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　
社
協
・
民
間
団
体
功
労
者

　
　 

谷
野
宏
輝

千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

◎
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体

　
　
石
川
追
分
地
区
自
治
会

　
　
王
子
台
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
手
話
サ
ー
ク
ル
「
希
望
」

◎
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
共
同
募
金
奉
仕
功
労
者

　
　
杉
山
勝
利
　
　
村
山
房
子

福 祉 活 動 功 績 者 ： 個 人  活動５年以上 福 祉 活 動 功 績 者 ： 団 体  活動５年以上

石橋正男：障がい者施設で除草作
業や畑の手入れなどの環境整備

秦美里：障がい者施設の陶芸班に
おける作業補助

鵜澤君江　　牛木美惠子
片岡敏子　　貴田節子
小板橋文江　佐々木まゆみ
佐藤美奈子　東武幸子
中尾初江　　林洋子
松本喜美子　三末基子
三好三紀代　目崎美智子：
多くの地域住民の憩い・交流の場
である「１００円喫茶」運営

荻原宗枝：「菖蒲まつり」で長年
にわたり野点を実施

久保紀一：小学生の登下校時の見
守り活動

田中愛子：地区社協の配食サービ
スなどの各種活動に協力

中里槇作：小学校児童の登下校時
の見守り活動と交通指導

稲村多恵子：障がい者の支援活動
ほか、ボランティア連絡協議会（V
連）の役員としても活動

小倉幸代：障がい者施設での作業
手伝いの他、V 連の役員として活動

瀬尾潔：障がい者施設での作業手
伝いの他、V 連の役員として活動

能代裕：障がい者施設での外出時
の見守りや送迎

渡辺昇：施設や病院での音楽療法
指導や話し相手など

印旛太鼓：南部福祉まつりや地域
のイベントに出演

助六太鼓流日本太鼓大角会千葉支
部：福祉まつりや地域の盆踊り、
お祭り等に出演

ニコニコ会：施設入所者の入浴後
の整容補助　

佐倉市立上志津中学校：地区社協
の各種事業への積極的参加

ＴＯＹ ’ Ｓ：１０代の若者を中心
に、ダンスによる地域行事に貢献

間野台小学校ガードボランティア
の会：下校時のパトロール活動

特定非営利活動法人クライネスサ
ービス：地区の定期的防犯パトロ
ール活動や清掃活動

悠楽会：高齢者や障がい者の親睦
のための諸活動

永野喬平：高齢者施設にて短歌の
指導

快適・安心・安全をお届けします
イオン＆旬鮮館と３２の専門店
駐車料金２時間半まで無料

京成臼井駅前  ℡ ０４３−４６１−１８７１
 〒２８５−０８３７  佐倉市王子台１−２３

お茶を通じて和みの時間を
真心こめてお届けします

福
祉
功
労
者
表
彰

上志津中学校

ＴＯＹ ’ Ｓ クライネスサービス西志津スポーツ広場の会

西志津スポーツ広場の会：地域住
民の健康づくりに平成１５年から
毎日ラジオ体操を実施
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地域福祉は、福祉委員・ボランティアに支えられています。

日　時：平成２８年２月１１日（木・建国記念の日）
　　　　１０：００～１５：００
会　場：ミレニアムセンター佐倉
　　　　　　ホール・第１～４会議室
内　容：○分科会　地域の支え合い・若い力
　　　　○体験学習　ものづくり体験、昔あそび　他
　　　　○参加者の心を一つにするフィナーレ
　　　　　　　　　　　　　　　 （順天堂大学協力）

　今年度のつどいは佐倉地区での開催です！！
　「見直そう身のまわり 地域の支え合い」をテーマに、
分科会の発表や体験学習を通してお互いを知り合う機
会にします。ボランティアに関心のある方、ぜひご参
加ください。

主　催：佐倉市ボランティア連絡協議会
問合せ：佐倉市ボランティアセンター
　　　　　　　　　　　　　℡　（４８４）６１９８

　佐倉市内に居住する方で、介護福祉士、または訪問
介護員１・２級研修・介護職員初任者研修を修了した
方を募集しています。
給　与：時給１，２００～１，４００円
　　　　他、加算手当等があります。
※詳細は、下記までお問合せください。
問合せ：総務班　℡（４８４）６１９７

ヘルパーさん（訪問介護員）募集

（福）佐倉市社会福祉協議会の職員・給与などの概

要についてお知らせいたします。

１  職員の状況

⑴ 採用（平成２７年４月１日付）

なし

⑵ 退職（平成２６年度）

正規職員：１名　嘱託職員：０名

⑶ 職員数（各年度４月１日現在） (人)

月給制全職員数。（）内は職員数に含まれる嘱託職員数

２  職員の給与の状況など

⑴ 給与（平成２６年度決算）

職員数は、正規職員１５名、嘱託職員１８名の合計。
職員手当の中に退職手当は含まない。職員手当の中
に通勤手当を含む。実支給額による。　

⑵ 平均給料月額など

①「平均給料月額」は、平成２７年４月１日現在の
基本給の平均
②「平均給与月額」は給料月額と月々支給される扶
養手当・地域手当・住居手当などの諸手当の額を
合計したもの（平成２７年４月分）

⑶ 各種手当の状況（平成２７年４月１日現在）

３  職員の人件費と補助金（平成２６年度）
⑴ 職員の人件費

※ 諸手当は、平成２６年３月分（４月支払）を除き、平成
２７年３月分（４月支払）を含める。

⑵ 人件費の資金源

（福）佐倉市社会福祉協議会の人事・給与などの状況 総務班
℡（４８４）６１９７

扶養手当

地域手当

正規
職員

・配偶者１３,０００円・配偶者以外の
家族１人６,５００円

・配偶者のない職員の扶養家族１
人目１１,０００円、２人目以降１人
６,５００円
・１６～２２歳までの子１人につき
５,０００円加算

嘱託
職員

支給しない

正規
職員

給料月額・扶養手当・管理職手当
の合計額の５％

住居手当

通勤手当

正規
職員

・借家（家賃１２,０００円超）
家賃額に応じて２７,０００円を限
度に支給

嘱託
職員

支給しない

自宅から通勤先までの距離が２㎞以上の
場合支給
・電車、バス等を使用する場合、定期代
を全額支給
・乗用車等を使用する場合、距離に応じ
て支給
自家用車６,５００円～
原動機付自転車等２,０００円～

嘱託
職員

支給しない

区  分 内　　　容

管 理 職
手　　当

正規
職員

局長４４,８２０円
リーダー４級３３,３６６円

嘱託
職員

支給しない

期 末 ・
勤勉手当

正規
職員

・年間４.１０月分
注）職務による加算措置あり

嘱託
職員

管理職年間 ３.９０月分
管理職以外の職員年間 ３.００月分

退職手当

正規
職員

全国社会福祉団体職員退職手当積
立基金及び千葉県社会福祉事業共
助会の規程を準用し支給

嘱託
職員

勤続１年以上、個別の雇用契約書
に支給を定めた職員に対し年額７２
千円（端数月割計算）支給

処遇改善
加　　算

正規
職員

支給しない

嘱託
職員

介護サービスグループ職員
１５,０００円

２３年度
３１（１３）

２４年度
３３（１６）

２５年度
３２（１５）

２６年度
３３（１８）

２７年度
３２（１８）

職  員  数

１人当たりの年間給料・諸手当

３３人
１２５,８７５千円
３１,２８０千円
１５７,１５５千円
４,７６２千円　

給  料  ・
諸  手  当

給料・諸手当
期末・勤勉手当
計

平均給料月額
２５３,９５６円

平均給与月額
２７８,８２９円

平均年齢
４５.５歳

職  員  数

社会保険料
退職掛金
合　　計

３３人
１２５,８７５千円
３１,２８０千円
２４,６５７千円
８,９８６千円

１９０,７９８千円

給  料  ・
諸  手  当

給料・諸手当
期末・勤勉手当

金　額
３９,３５０千円
５９,３４０千円
０,７０３千円
８
１
１,４０５千円

区　分
佐倉市補助金（人件費）
佐倉市受託金（人件費）
県社協補助金、受託金
自主財源

時 間 外
勤　　務
手　　当

・勤務日　時間換算単価×１.２５
(２２時～５時：１.５０)

・休日勤務　時間換算単価×１.３５
(２２時～５時：１.６０)

　ひの木太鼓の子ども達の元気な演奏で幕が上がった
１０周年記念ステージ。参加者の発表を心待ちにする
人で会場の志津コミュニティセンター大ホールはいっ
ぱいになりました。
　舞台で発表が始まると自然と手拍子が始まり、ちび
っこグループの歌う「リンゴの唄」では、さらに大き
な手拍子をして、身体を揺らし、リズムをとって、楽
しんでいました。ダンスを交えた「カンカン娘」が終
わると、客席から温かい拍手喝采が起こりました。フ
ルートで「ふるさと」が演奏されると、客席中は大合
唱になりました。
　発表の合間にはティータイムも設けられ、木の宮学
園のクッキーが配られました。会場のあちらこちらで
クッキーをつまみながら談笑する光景が見られました。

アイリッシュハープの演奏や手話ダンスに続き、最後の発表は愛光・リホープ草
笛クラブと仲間達、ハッピー◦はっぱのピアノと草笛の合奏プラス合唱。
　草笛のすばらしい音色と、舞台と客席を包み込むピアノの音色は、とても心地
良いものでした。フィナーレは、「この街で」を会場が一つになっての大合唱で
幕を下ろしました。

　大成建設（株）レッドウッド佐倉計画職長会（佐倉市太田）から、社会貢献活動
として、約５００名の社員のみなさんの意志により、佐倉市
社協へ車いす２台が寄贈されました。「愛と力」をテーマ
にしたシールやストラップを作成し、みなさんに募金を呼
びかけていただいたそうです。これまでも佐倉市内の保育
園に紙芝居を贈る活動などを展開されております。佐倉市
社協では、貸し出し用に活用いたします。

  ＲＷ佐倉職長会が車いすを寄贈

第３４回

ボランティアのつどい
～みんなであつまんべや～
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本紙「社協さくら」は共同募金の配分金で作られています。
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寄附者ご芳名 　  　　（平成２７年９月１日～
（敬称略）  平成２７年１０月３１日）

寄附者氏名・団体 金額（円）

リサイクル主婦の会　 3,000

個性派水墨画　七彩会　 32,200

佐倉市歌謡連合会志津支部　 34,097

はらぺこ・さくら（2件） 6,000

匿名 10,000

大成建設株式会社
レッドウッド佐倉計画職長会

介護用車椅子
２台

ありがとうございました。福祉事業に活用させていただきます。
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福祉総合相談所
●心配ごと相談（民生･児童委員）
〔相談場所・日時〕１０：００～１５：００
　月：社会福祉センター２階
　　　　　　　　℡（４８４）６１９９
　水：西部地域福祉センター２階
　　　　　　　　℡（４６３）４４３３
　金：南部地域福祉センター１階
　　　　　　　　℡（４８３）７２１１

●介護相談（ケアマネジャー）
〔相談場所・日時〕
　第３金曜日　１０：００～１１：３０
　南部地域福祉センターＡ棟
　　　　　　  ℡（４８６）５１５１
　第２火曜日　１０：００～１２：００
　西部地域福祉センター
　　　　　　  ℡（４６３）４１６７

●法律相談（弁護士）
〔相談場所・日時〕
　第４月曜日（１１月のみ第３月曜日）
　１０：００～１５：００　
　社会福祉センター２階にて
　９：００受付開始（先着順、８名まで）

●介護生活相談  ℡（４８４）６１９６

●貸付相談　　　℡（４８４）６２００
〔相談場所・日時〕
　社会福祉協議会事務局
　月～金曜日　８：３０～１７：００

●成年後見に関する専門相談
〔相談場所・日時〕
　ミレニアムセンター佐倉３階相談室
　第１・第３月曜日 ９：００～１５：００

※祝日は相談を行いません。
［問合せ］生活支援班
　　　　　　    ℡（４８４）６２００

※電話相談不可。祝日・休所日を除く。

●ボランティア相談
　佐倉市ボランティアセンター
　　　　　　　　℡（４８４）６１９８
　西部地域福祉センター
　　　　　　　　℡（４６３）４１６７
　南部地域福祉センター
　　　　　　　　℡（４８３）２８１１

※祝日の場合は相談日が変わります
［問合せ］権利擁護班
　　　　　　    ℡（４８４）０６９８

平成２８年２月１３日（土）
開　演 : １４：００（開場 １３：３０）

会　場 : 佐倉市民音楽ホール

入場料 : 無料

曲　目：碧空・エデンの東・フーガ（バッハ）・

　　　　早春賦・故郷・高校三年生・カッコー

　　　　ワルツ・小さな世界　他 

　クラシックからタンゴ、シャンソン、映画音

楽など幅広いジャンルの名曲を演奏致します。

　皆様の歌声もアコーディオンの伴奏でご一

緒にお楽しみください。

※会場でお預かりした募金は、佐倉市社協に寄附します。

主　催：アコーディオンコンサート実行委員会

共　催：佐倉アコーディオンサークル「風車」

後　援：佐倉市社会福祉協議会・佐倉市観光協会

問合せ：℡（４８５）１４９７（三浦） 

日時・場所：

　　　　①１２月９日（水）１１：００～１２：００

　　　　　西部地域福祉センター

　　　　②１２月１６日（水）１０：３０～１１：３０

　　　　　南部地域福祉センター

申込み：不要

参加費：無料

その他：両日とも、クリ

　　　　スマス会終了後、

　　　　通常のおもちゃ

　　　　図書館を開催し

　　　　ます。

問合せ：佐倉市ボランティアセンター

　　　　　　　　　　　　℡（４８４）６１９８

 『佐倉市敬老商品券』

 第４回  佐倉東部ふれあいまつり
日　時：１２月６日（日）１０：００～１３：００

場　所：佐倉東小学校体育館・校庭

内　容：模擬店、アトラクション

問合せ：佐倉東部地区社協

　　　　　　　　 ℡（４８４）６０３３（河野）

　地域の人々が気軽に集まれるサロンとして、毎月１回、１０時から
１２時まで開催しています。
今後の予定：平成２７年１２月　４日（金）　手話ダンス
　　　　　　平成２８年　１月１５日（金）　踊り・ふまねっと
　　　　　　　　　　　　２月　５日（金）　落語・昔話・漫談・手品
　　　　　　　　　　　　３月　４日（金）　歌・ギターほか

　　　　　　　　　　　 会　場：南部地域福祉センターＡ棟大広間
　　　　　　　　　　　 会　費：１００円（茶菓代）
　　　　　　　　　　　 問合せ：南部地域福祉センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（４８６）５１５１

“ふれあいサロン南部”好評開催中

１
月
３１
日
ま
で

お
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場　所：佐倉市民音楽ホール
日　時：平成２８年４月１６日（土） 開演１６：００～
入場料：■前売券　Ｓ指定券　　６,０００円
　　　　　　　　　自由席　　　５,０００円
　　　　　　　　　障がい者席　３,０００円
　　　　　　　　　介助者席　　３,０００円
　　　　■当日券　自由席　　　５,５００円
チケット発売：平成２８年１月４日（月）～
問合せ：社会福祉法人えのき会
　　　　　　　　　　　　℡（４８８）０４４１

社会福祉法人
えのき会２０周年事業

加藤登紀子

命結 トーク＆ライブ

― ぬちゆい ―


